
　
収
穫
残
さ
を
処
理
せ
ず
に
放
置
す

る
と
、
野
生
動
物
の
餌
と
な
り
、
ほ

場
に
誘
引
し
て
し
ま
う
原
因
と
な
る

た
め
、
動
物
の
生
息
地
で
あ
る
森
林

等
か
ら
遠
ざ
け
る
、
穴
に
埋
め
る
な

ど
の
処
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ネ
ッ
ト
や
金
網
に
よ
る
防
護
柵

は
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
や
ア
ラ
イ
グ
マ
に

対
し
て
効
果
が
薄
い
た
め
、
電
気
柵

が
有
効
で
す
。
電
気
柵
は
雑
草
や
地

面
に
触
れ
て
い
る
と
漏
電
し
て
効
果

が
薄
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
設
置
後
も

定
期
的
な
点
検
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 　
カ
ラ
ス
の
対
策
用
品
（
カ
イ
ト
や

防
鳥
テ
ー
プ
、
か
か
し
な
ど
）
は
カ

ラ
ス
が
慣
れ
て
し
ま
う
と
効
果
が
な

く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
定
期
的
に

別
の
種
類
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

国保
国
民
健
康
保
険
税

納
め
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

鳥獣
有
害
鳥
獣
対
策

農
作
物
へ
の
被
害
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

　
国
保
税
の
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ

が
あ
る
場
合
は
早
急
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
督
促
後
も
納
め
ず
に
い
る

と
保
険
の
給
付
に
制
限
が
掛
か
り
ま
す
。

　
芝
山
町
で
は
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
や
ア
ラ
イ
グ
マ
、
カ
ラ
ス
な
ど
の
有
害
鳥

獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
次
の
対
策
を
行
い
、

被
害
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

町
民
税
務
課 

国
保
年
金
係 

☎
77
‐
３
９
１
３

問

産
業
振
興
課 

農
政
係 

☎
77
‐
３
９
１
７

問

　
督
促
後
の
納
付
が
確
認
で
き
な
い

場
合
は
給
付
に
制
限
を
掛
け
、
通
常

の
保
険
証
の
代
わ
り
に
有
効
期
間
の

短
い
「
短
期
被
保
険
者
証
」
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
納
期
限
か
ら
１
年
が
過

ぎ
る
と
「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」

が
交
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

資
格
証
明
書
は
保
険
証
と
異
な
り
、

医
療
機
関
を
受
診
し
た
際
、
い
っ
た

ん
全
額
自
己
負
担
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

Q
．
国
保
税
は
誰
が
納
め
る
の
？

A�

．
世
帯
主
が
納
め
ま
す
。
国
保
で

は
加
入
し
て
い
る
一
人
一
人
が
被

保
険
者
で
す
が
、
国
保
税
は
世
帯

主
が
ま
と
め
て
納
め
ま
す
。

Q�

．
国
保
税
は
ど
の
よ
う
に
決
め
ら

れ
る
の
？

A������

．
年
度
（
４
月
～
翌
年
３
月
）

ご
と
に
計
算
し
て
決
め
ら
れ
ま

す
。
年
度
の
途
中
で
加
入
人
数
が

変
わ
っ
た
り
、
前
年
の
総
所
得
金

額
が
変
更
に
な
っ
た
と
き
な
ど
は
、

再
度
計
算
し
直
し
ま
す
。

Q�

．
年
度
の
途
中
で
加
入
・
脱
退
し

た
場
合
、
国
保
税
は
ど
う
な
る

の
？

A�

．〈
年
度
途
中
で
加
入
し
た
場
合
〉

加
入
し
た
月
～
年
度
末
ま
で
を
月

割
で
計
算
し
ま
す
。

　
〈
年
度
途
中
で
脱
退
し
た
場
合
〉

　

�

加
入
し
た
月
～
脱
退
し
た
前
月
分

ま
で
を
月
割
で
計
算
し
ま
す
。

■
各
問
合
せ
先

〈
保
険
証
に
関
す
る
こ
と
〉

　
町
民
税
務
課
国
保
年
金
係

　
☎
77-

3
9
1
3

〈
国
保
税
に
関
す
る
こ
と
〉

　
町
民
税
務
課
課
税
係
・
収
税
係　

　
☎
77-

3
9
1
5
・
3
9
1
6

テ
グ
ス
や
防
鳥
ネ
ッ
ト
な
ど
も
効
果

的
で
す
。

 　
動
物
を
わ
な
で
捕
獲
す
る
際
は
、

狩
猟
免
許
や
千
葉
県
の
許
可
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
産
業
振
興

課
農
政
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被

害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
産
業
振
興

課
農
政
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

国
保
税
の
豆
知
識
Q
&
A

農
作
物
の
収
穫
残
さ

防
護
柵
の
設
置

わ
な
の
設
置

そ
の
他

カ
ラ
ス
対
策

▲有害鳥獣による被害の様子
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旭日単光章を受章
故 平山 義一さん（山田）

Ｊアラートによる
全国一斉情報

伝達試験

■
千
葉
県
知
事
特
別
功
労
章

　
松
本  

重
之（
前
列
左
か
ら
２
番
目
）

■
日
本
消
防
協
会
長
功
労
章

　
奴
賀  

義
定（
後
列
左
か
ら
２
番
目
）

■
日
本
消
防
協
会
長
精
績
章

　
堀
越　
二
三
男
（
後
列
左
）

■�

千
葉
県
消
防
協
会
長

　
永
年
勤
続
功
労
章

　
岩
澤　
英
樹
（
前
列
中
央
）

■
配
偶
者
功
労
感
謝
状

　
岩
澤  

秀
子（
前
列
右
か
ら
２
番
目
）

■
千
葉
県
消
防
協
会
長
功
績
章

　
飯
髙  

康
晴（
後
列
右
か
ら
２
番
目
）

消防
消
防
団
関
係
表
彰

多
年
に
わ
た
る
功
績
を
た
た
え

　
３
月
23
日
、
芝
山
町
役
場
に
て
第
72
回
千
葉
県
消
防
大
会
表
彰
伝
達
式

が
実
施
さ
れ
、
芝
山
町
消
防
団
の
皆
さ
ん
が
次
の
と
お
り
各
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

総
務
課 

自
治
振
興
係 

☎
77
‐
３
９
０
３

問

▲記念撮影の様子

▲記念撮影の様子

　
こ
の
賞
は
、
令
和
３
年
10
月
31
日

に
行
わ
れ
た
第
49
回
衆
議
院
議
員
総

選
挙
の
執
行
に
お
い
て
、
選
挙
の
管

理
執
行
や
公
職
選
挙
法
の
普
及
、
選

挙
人
へ
の
啓
発
な
ど
、
適
切
な
管
理

執
行
に
尽
く
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
方
に
対
し
て
、
千
葉
県
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
長
か
ら
贈
ら
れ
る
も
の

で
す
。　

　
秋
葉
委
員
長
に
は
、
現
在
ま
で
の

10
年
以
上
、
芝
山
町
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
と
し
て
選
挙
の
管
理
執
行
に

尽
力
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

年選管
千
葉
県
選
挙
管
理
委
員
長
表
彰

適
切
な
選
挙
の
執
行
が
認
め
ら
れ

　
３
月
17
日
、
芝
山
町
役
場
に
て
千
葉
県
選
挙
管
理
委
員
長
表
彰
伝
達
式

が
実
施
さ
れ
、
芝
山
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
の
秋
葉
庸
委
員
長
が
次

の
と
お
り
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
課 

行
政
係 

☎
77
‐
３
９
0
１

問

　平山さんは町議会議長のほ
か、各種団体の委員として長
きにわたり地域のために尽力
し、町の発展に多大なる貢献
をされました。このたびその
功績がたたえられ「旭日単光
章」が授与されました。

【主な経歴】
〇町議会議長
〇町議会議員副議長
〇町監査委員
〇町人権擁護委員
〇�町国民健康保険運営協議会
委員
〇町消防団本部付分団長

　地震や武力攻撃などの発生
時に備え、人工衛星を通じて
瞬時に情報伝達する全国瞬時
警報システム（Ｊアラート）
を用いた情報伝達試験を次の
とおり行います。

■実施日時
　５月18日㈬
　午前11時頃（予定）
■放送内容
　防災行政無線チャイム
　「これは、Ｊアラートのテ
ストです（３回繰り返し）」
　「こちらは防災しばやまです」
　防災行政無線チャイム

総務課 自治振興係
☎ 77‐3903

問
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